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３－開陽台自作ソリ大会

4～５－第23回なかしくつ冬まつり
６－〈わが家の人気者＞

スキーのジャンプが得意だよ
’111腸中村･莉奈ちゃん(１歳８カ月）

７－〈組合長日誌＞

坂の上の白い雲を追い求めて
８－９－〈ちょっとみみより情報＞

カナダ世界が注目のファミリー
１０－〈営農技術＞

計画的に草地更新を

１１－第27回中標津乳牛改良同志会総会
１２－中標津地区冬まつり

１３－馬鈴陛栽培技術講習会
１４－新たな基本法

１５－〈理事会の経過＞

第１２回理事会

１６－１７－〈暮らしの知恵袋＞

家族の住まい方を考える

18～１９－今月のフオトアルバム

２０－２月の組合日誌
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プ蝋１－隻rL--i蕊9,,
ら続み大
はき、き

合
い

加
し 外催五

か当さ日第
素十

回
開
陽
台
目
作
ソ
リ
大
会
が
二
月
十

、
開
陽
台
育
成
牧
場
内
特
設
会
場
で
開

れ
ま
し
た
。

日
は
天
候
に
恵
ま
れ
青
空
の
下
、
町
内

ら
過
去
最
高
の
二
十
五
台
の
ソ
リ
が
参

、
ス
ピ
ー
ド
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
競
い

、
中
に
は
急
斜
面
を
曲
が
り
き
れ
ず
、

く
コ
ー
ス
を
外
れ
観
衆
の
中
へ
実
っ
込

転
倒
す
る
場
面
も
あ
り
、
ハ
プ
ニ
ン
グ

で
し
た
が
、
冷
た
い
風
の
中
、
観
客
か

大
き
な
笑
い
声
と
拍
手
が
送
ら
れ
て
い

た
。 陽
台
自
作
ソ
リ
大
会

,`､テレビカメラか
コースを外れ観衆の中へ
ただoぅに現場にU菖行

α
フ



晴天の中､ｲﾍﾞﾝﾄに
大きな声援が飛びかう’
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夜空を飾った花火大会
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人気を呼んだ愛犬ばんは

Fご耐

冑手部員も夜遅くまで頑張りました
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笑顔が－番です

的
に
、
ジ
ャ
ン
ボ
牛
串
、
ホ
ッ
ト
ミ
ル
ク
、

会
、
女
性
部
も
農
畜
産
物
消
費
拡
大
を
目

最
終
日
の
八
日
は
、
午
前
九
時
か
ら
午

後
三
時
ま
で
各
イ
ベ
ン
ト
や
、
沢
山
の
出

店
が
立
ち
並
び
、
農
協
青
年
部
、
畑
作
部

商
品
が
完
売
す
る
盛
況
振
り
で
し
た
。

を
作
り
上
げ
、
堂
々
四
位
に
入
り
ま
し
た
。

間
を
つ
い
や
し
「
あ
ら
い
ぐ
ま
ラ
ス
カ
ル
」

雪
像
作
り
に
参
加
し
、
寒
風
の
中
約
一
週

ジ
ャ
ガ
バ
タ
ー
な
ど
を
販
売
し
用
意
し
た

い
も
団
子
汁
、
揚
げ
い
も
、
い
も
も
ち
、

ご
苦
労
様
で
し
た
。

ま
た
、
農
協
職
員
組
合
も
冬
ま
つ
り
の

雪健をパックにハイポーズ

’ 
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蕊
ち
ょ
っ
と
前
ま
で
は
、
お
客
さ
ん
が

米
る
と
人
見
知
り
を
し
て
、
泣
き
出
し

ち
ゃ
う
事
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
今

で
は
、
少
し
は
ず
か
し
そ
う
に
す
る
程

度
で
、
慣
れ
て
く
る
と
元
気
い
っ
ぱ
い
。

最
近
、
一
一
一
一
［
葉
を
話
し
は
じ
め
て
、
家

の
中
を
に
ぎ
わ
せ
て
い
る
の
は
、
中
本

信
幸
さ
ん
宅
の
長
女
・
莉
奈
ち
ゃ
ん
。

近
頃
の
莉
奈
ち
ゃ
ん
の
得
意
技
は
、

ス
キ
ー
の
ジ
ャ
ン
プ
の
真
似
っ
子
。
テ

レ
ビ
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
て
い
た
影

響
の
よ
う
で
す
が
、
小
さ
い
体
で
一
生

r頽孟

、

中本信幸･泉穂さんご夫妻
Ｕｊな

莉奈ちゃん(1歳8カ月）

開陽

長女
一雨

懸
命
、
坂
を
卜
っ
て
く
る
様
下
を
真
似

す
る
所
は
、
本
当
に
カ
ワ
イ
ィ
の
で
す
。

ま
た
、
お
母
さ
ん
の
す
る
事
に
興
味
を

持
ち
始
め
、
化
粧
の
真
似
ご
と
や
、
口

紅
を
ぬ
っ
て
も
ら
う
と
、
ご
き
げ
ん
に

な
る
所
を
見
る
と
、
女
の
子
ら
し
い
面

も
少
し
ず
つ
兄
え
て
き
た
よ
う
で
す
。たが
ひ
う

昨
年
九
月
に
誕
生
し
た
、
弟
の
』
貝
大

く
ん
の
良
き
お
姉
ち
ゃ
ん
と
し
て
も
活

躍
中
の
よ
う
で
、
頚
を
な
で
て
あ
げ
た

り
、
チ
ュ
ー
を
し
て
あ
げ
た
り
か
わ
い

が
り
ぶ
り
も
発
揮
し
て
い
る
の
で
す
。

「
お
父
さ
ん
子
な
の
よ
」
と
泉
穂
さ

仮穴

ん
が
言
う
よ
う
に
、
や
さ
し
い
お
父
さ

ん
が
大
好
き
で
、
ヒ
ザ
の
上
で
ご
き
げ

ん
の
様
子
。
で
も
実
は
、
お
父
さ
ん
の

方
が
、
莉
奈
ち
ゃ
ん
に
ペ
タ
ボ
レ
な
の

で
す
。

「
年
寄
り
思
い
の
や
さ
し
い
子
に
」
と

笑
っ
て
話
す
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ト
モ
さ

ん
．
そ
し
て
「
い
つ
も
、
り
な
ち
ゃ
ん

ス
マ
イ
ル
が
で
き
る
明
る
い
子
に
」
と

話
す
お
母
さ
ん
。
「
と
に
か
く
元
気
で
健

康
に
」
と
願
う
お
父
さ
ん
と
、
家
族
み

ん
な
が
莉
奈
ち
ゃ
ん
の
成
長
を
毎
口
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
明
る
い
家
族
の
愛
情
を
い
っ

ぱ
い
受
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
ス
ク
ス
ク

育
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

‘ 



例
年
に
な
い
寒
さ
で
す
が
、
三
月
券

迎
え
て
日
中
は
春
を
思
わ
せ
る
暖
か
さ

で
す
。
二
寒
四
淵
の
操
り
返
し
の
巾
で

春
は
確
実
に
や
「
て
き
ま
す
〉

こ
の
時
期
は
卒
業
の
季
節
で
も
あ
り

ま
す
．
小
、
中
、
高
校
な
ど
の
卒
業
に

各
々
の
段
陪
の
決
意
、
思
い
出
が
あ
り

ま
す
が
、
最
終
学
校
の
卒
業
が
一
番
印

象
に
残
『
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

私
の
体
験
か
ら
思
い
起
こ
し
て
み
ま

す
と
、
学
校
生
活
の
一
悉
の
楽
し
み
は

放
課
後
で
一
番
の
苦
し
み
は
授
業
で

し
た
。
卒
業
の
喜
び
は
、
授
業
と
試
験

か
ら
の
解
放
で
あ
り
、
淋
し
さ
は
あ
こ

が
れ
の
生
徒
と
の
別
れ
で
し
た
。

卒
業
の
よ
り
ｋ
き
な
喜
び
と
楽
し
み

は
実
社
会
へ
の
旅
立
ち
で
し
た
。

不
安
を
感
じ
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
夢
実
現
の
た
め
の
胸

の
高
鳴
り
は
お
さ
え
る
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
。

牧
場
を
夢
み
る
こ
と
は
、
東
京
育
ち

だ
か
ら
こ
そ
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

何
ん
の
不
安
も
な
く
、
た
だ
本
当
に
実

呪
Ⅲ
来
る
も
の
と
思
い
込
ん
で
い
ま
し

坂
の
上
の
白
い
雲
を
追
い
求
め
更
；

夜
星
の
生
活
を
体
験
し
ま
し
た
。
東
京

育
ち
に
は
驚
き
の
Ｒ
々
で
し
た
が
、
何

よ
り
も
人
地
に
足
を
し
っ
か
り
と
つ
け
、

力
一
杯
働
け
る
事
と
、
自
然
の
索
晴
し

さ
に
感
激
し
ま
し
た
．
二
１
カ
月
に
攻

た
。
青
拝
と
は
誠
に
無
鉄
砲
が
許
さ
れ

る
時
代
だ
と
、
今
に
な
っ
て
し
み
じ
み

と
思
わ
れ
ま
す
。

昭
和
川
十
年
の
二
卜
歳
の
時
、
判
時

の
別
海
村
の
Ｐ
．
Ｆ
に
お
し
か
け
実
習

喉
と
し
て
強
引
に
入
り
込
み
、
朝
星
、

「 ￣、●今自のたより…… 戸田

長日誌
・
・

代表理事組合長

みレキ２＃ロリ）Iｍ９

友盛行
し

ぷ
、
Ⅱ
水
一
周
の
旅
の
中
で
川
合
｛
“
た

根
室
に
一
生
を
託
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

可
馬
遼
太
郎
の
「
収
の
Ｌ
の
雲
」
の

遡
り
、
た
だ
、
ひ
た
す
ら
坂
の
ｔ
の
白

い
雲
と
い
う
、
夢
と
希
望
を
追
い
求
め

る
旅
に
出
発
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

坂
の
上
の
雲
に
は
必
ず
近
づ
け
る
と

恐
い
込
み
、
そ
の
途
中
の
長
い
、
長
い

急
な
坂
に
は
思
い
至
ら
な
い
と
い
う
未

熟
さ
に
気
が
つ
か
ず
に
、
歩
き
出
し
ま

し
た
。

少
説
「
坂
の
卜
の
雲
」
は
明
治
と
い

う
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
近
代
同
家
が
、

自
立
し
た
国
家
と
し
て
成
長
し
て
ゆ
く

様
を
蝋
純
川
快
な
夢
と
希
望
を
、
海
軍
、

陸
軍
を
担
う
秋
川
兄
弟
を
通
し
て
、
正

岡
卜
規
の
眼
を
重
ね
つ
つ
書
い
て
あ
り

ま
す
。
明
治
は
遠
く
な
り
け
り
と
い
う

句
が
あ
り
ま
す
が
、
明
治
は
決
し
て
古

く
さ
い
時
代
で
は
な
く
、
今
よ
り
は
る

か
に
新
鮮
で
躍
動
の
新
生
の
時
代
だ
っ

た
の
で
す
。
近
代
日
本
は
大
き
な
節
目

が
一
一
一
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
明
治
維
新
、

｜
っ
は
戦
後
、
一
つ
は
バ
ブ
ル
崩
壊
後

の
今
で
す
。
維
新
は
Ⅱ
本
を
近
代
国
家

に
し
、
戦
後
は
経
済
発
展
を
成
し
、
現

在
は
二
十
一
世
紀
を
見
通
し
た
、
新
し

い
国
づ
く
り
で
す
。
別
な
視
点
か
ら
兇
れ

伊函

ば
、
明
治
は
新
し
く
帳
ま
れ
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
戦
後
は
青
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
現
在

は
成
熟
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
時
代
で
す
。

平
和
に
憤
れ
て
多
少
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
不

足
は
い
な
め
ま
せ
ん
が
、
二
十
一
仙
紀

を
迎
え
る
こ
の
時
に
、
行
政
、
経
済
の

仕
組
み
を
改
革
し
て
、
若
い
枇
代
に
明

る
い
希
望
の
持
て
る
国
づ
く
り
を
し
て

ゆ
き
た
い
も
の
で
す
．
そ
の
撰
本
に
な

る
も
の
が
農
業
、
農
村
の
位
置
づ
け
と

評
価
で
す
。
多
く
の
人
々
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

￣ 
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ちょっとみみより情報⑰中標津乳牛改良同志会

)／ Ｆ可

すてもにらす界の３タラナ
るおの〃は。中フ９，ンダ三
とり種リＬこでアヘクＬ月
思、雄’Ｐの注ミ父りさＰに
わまと'二〃’フト’リ．．，れ，公
れすを以上アさ’し〃たで表
まま送外位ミオしがイ７３〃＋さ
すす’ノに五りて今ダＨコ四れ
･繁i'ｌｔｌｌ〕Ｌｌｌ－ｌい、，２ム付た
栄し頭’|，かま世－２タに力

カ
ナ
ダ
、
世
界
が

注
目
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

“
リ
ー
”
の
雌
親
は
一
九

九
侃
年
の
カ
ナ
デ

ィ
ア
ン
カ
ウ

ー
オ
ブ
サ
イ
ヤ

｜紺非塞轆諏汁年楴
コ
ム
ス
タ
ー
ロ

ー
リ
ー
シ
ー
ク
〃

と
ブ
ラ
ッ
ク
ス
タ

プ
ラ
ヅ
ク
“
で
す
。
ま
た
、
“
リ
ー
〃

は
〃
ロ
ー
ラ
ブ
ラ
ヅ
ク
〃
の
バ
ー
ジ

ン
フ
ラ
ッ
シ
ュ
〈
未
経
産
で
の
採
卵
）

で
生
産
さ
れ
た
も
の
で
す
。

日
本
で
も
人
気
を
集
め
た
種
雄
牛
ｊ

中

ム
ス
タ
ー
リ
ー
ク
・
Ｉ
〃
ｎ
Ｈ
１
１
８

１
（
父
血
ブ
ラ
ッ
ク
ス
タ
ー
）
は
〃
ロ

１
ラ
ブ
ラ
ッ
ク
”
と
同
父
母
姉
弟
に

当
た
り
ま
す
。

二
Ｈ
Ｌ
Ｐ
Ｉ
で
七
位
に
上
昇
し
た
弟

で
ソ
ア
ー
の
息
子
”
コ
ム
ス
タ
ー
ト

ッ
プ
ガ
ン
だ
Ⅱ
２
２
１
２
も
バ
ー
ジ
ン

フ
ラ
ッ
シ
ュ
に
よ
り
生
一
産
。

，
リ
ー
“
の
祝
肚
〃
ロ
ー
ラ
ー
シ
ー

ク
〃
は
ブ
ラ
Ｕ
ク
ス
タ
ー
と
の
Ｅ
Ｔ
フ

ラ
ヅ
シ
ュ
で
〃
ロ
ー
ラ
ブ
ラ
ッ
ク
〃

以
外
に
二
頭
の
娘
牛
を
生
産
。
そ
の
巾

の
一
頭
”
ロ
ー
ザ
ン
ブ
ラ
ッ
ク
“
は

コ
ム
ス
タ
ー
牧
場
に
よ
り
、
今
回
カ
ナ

Ｉ
と
の
交
配
で
生
ま
れ
た
娘
で
、
阿
才

で
一
一
万
三
千
ポ
ン
ド
（
約
一
〃
流
千
誌
）

を
記
録
し
た
〃
コ
ム
ス
タ
ー
ロ
ー
ラ

K￣’ 

ダ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
Ｉ
姉
１
カ
ウ
と
な
っ
た
”
コ

ム
ス
タ
ー
ロ
ー
ジ
ア
ン
ア
ス
タ
ー
“

の
母
親
で
す
。
”
ロ
ー
ジ
ア
ン
ア
ス

タ
ー
“
は
一
一
才
級
で
一
万
二
千
蕊
、
Ｆ

ｌ
ｌ
ｆ
七
五
訂
、
Ｐ
一
一
．
・
代
講
の
記
録
を

完
了
し
つ
つ
あ
り
ま
‘
す
。

“
ロ
ー
リ
ー
シ
ー
ク
”
の
姉
妹
に

当
た
る
”
コ
ム
ス
タ
ー
ラ
ス
バ
リ

コ
ム
ス
タ
ー
リ
ー
ダ
ー

傷勇

ア
ン
ト
〃
は
カ
タ
ダ
の
モ
エ
ッ
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
用
に
エ
ア
ロ
ス
タ
ー
と
の
交

配
で
フ
ラ
ツ
ン
ュ
さ
れ
、
体
型
指
数
が

＋
岨
と
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
〃
マ
ロ
ヤ

レ
オ
〃
門
Ｈ
の
０
９
１
が
生
』
産
さ
れ
ま

し
た
。
”
レ
オ
“
と
全
姉
妹
も
エ
ン
ブ

リ
オ
や
種
雄
契
約
の
要
望
が
多
数
あ
り

ま
す
。

コ
ー
ム
ス
タ
ー
ー
Ⅷ
ソ
ー

’ 



カナダＬＰ|による種雄牛10傑く1998年２月）

種雄牛 ＬＰｌＲ％Ｍｋ貝Ｆｋ貝ＰｋＥＩＰ％体型乳器肢蹄

スタートモアルドルフ

（エアロスター×マタドーア）

メドウブリッジメガバック

（エアロスター×マーク）

デルタクレイタスジャボツト

（クレイタス×ベル）

オリーブホルムエアロライン

（エアロスター×マーク）

モーリンストーム

（エアロスターｘインスピレーション）

カーナボンジエイＥＴ

（マスコット×マーク）

カムスタートップガン

（ソー×ブラックスター）

カーンピラレイシヨ

（エアロスター×パリアント）

ノーリーレーククレイタスルーク

（クレイタス×パリアント）

マダワスカエアロスター
（スターバソク×マジエステイ）

溌（）ｌﾉlは父ｘｌﾘの父

２１７１９２２２９５５８７９０．０６１４］ｌｌｌ 

ｌ９２２９３２５２８５４８３０．０２６７６ 

１８５１８６２２５７９２８９ｑＩ６－２－４： 

1８４５８５２０２１６０６５０．０１１１９１〔

１７８７９２１７０９７１５２－０．０２］５１４Ｓ 

１７７２９１２]7］１０４７３０．０４６］１－（ 

〆巨可

1７５６８５２１６７４４７５０．０６９６ 

１７１１８７２０４７５３６９０．０４５３ 

１７０９９３２５５７４］７４－０．０７６４ 

１６７６９９１９７４４２６５０．０２５５ 

」

1, 

６
月
－
 

エライザアンソニーリーＥＸ（父:マークアンソニー）

コムスターローリーシークＶＧ－８８

コムスターローラブラックＶＧ－８７ ’甲罰

コムスターリー７３H2239

コムスタートップガン７３Ｈ2272

コムスターローザンブラックＶＧ

コムスターロージアンアスター

ムスターリーダー７１Ｈ1181

■
 

コムスターラスバリアントＥＸ

マロヤレオ７３H2091

マロヤロンドン７３Ｈ２０５３
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蝋
地
は
経
年
化
に
伴
い
マ
メ
科
草
が

減
少
し
た
り
、
地
下
茎
型
イ
ネ
科
雑
草

が
進
入
し
、
収
墜
・
品
質
と
も
に
低
下

し
て
き
ま
す
。

牛
戯
性
の
低
い
草
地
は
、
計
阿
的
に

更新後年数と草地土壌のＰＨ(北根飛Ｉ
6．２ 

０－２ 

－
－
皿
剴

Ｕ
ｌ
 

Ｐ
ｎ
 

Ｉ
 

］
］
「
ｌ
Ｇ
ヨ
「
茅

｜
北
根
室
地
区
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

Ｎ
ｕ
Ｐ
Ⅱ
 

▲
 

戸
田
Ｕ
ニ
ユ

計
画
的
に

草
地
更
新
を

Zａｌ５６７H 

uilWr酸l｢熟
更
新
し
、
産
乳
力
の
高
い
草
地
を
確
保

し
ま
し
ょ
う
。

｜
、
更
新
時
期
の
決
定

更
新
は
、
雑
草
の
少
な
い
五
月
上
１

句
と
八
月
が
適
し
て
い
ま
す
。
草
地
に

余
裕
の
な
い
場
合
は
、
一
番
草
を
収
砿

し
た
後
の
更
新
や
追
播
技
術
で
対
応
し

ま
し
ょ
う
。

二
、
除
草
対
策
を
立
て
よ
う

シ
パ
ム
ギ
、
リ
ー
ド
キ
ヤ
ナ
リ
ー
グ

ラ
ス
な
ど
の
地
下
茎
型
イ
ネ
科
雑
峨
は

深
起
こ
し
し
た
だ
け
で
は
完
全
に
防
ぐ

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ラ
ウ
ン
ド
ア
ソ

プ
や
タ
ッ
チ
ダ
ウ
ン
な
ど
に
よ
る
耕
起

川
の
除
草
剤
処
理
が
有
効
で
す
。
ギ
シ

ギ
シ
類
も
経
年
株
が
多
い
時
は
、
除
頓

剤
処
理
が
有
効
で
す
。

奥
新
後
に
実
生
に
よ
る
雑
草
の
多
発

鱒5９

生
（
特
に
ギ
シ
ギ
シ
）
が
心
配
さ
れ
る

場
合
は
、
播
種
床
造
成
後
に
雑
箪
が
展

蝋
し
て
か
ら
の
除
草
剤
処
理
が
効
果
的

で
す
。
除
草
剤
散
布
血
後
か
ら
十
日
ま

で
県
は
種
し
ま
す
。

三
、
牧
草
の
品
種
組
合
せ

刈
取
り
時
期
や
栄
養
Ⅱ
標
に
谷
わ
せ

て
、
適
当
な
品
種
を
選
定
し
ま
し
ょ
う
。

鍛
近
の
品
種
は
、
収
量
性
や
耐
倒
伏
性

な
ど
で
優
れ
た
特
性
を
持
つ
も
の
が
出

て
き
て
い
ま
す
。

四
、
施
肥
管
理
を
適
正
に

事
前
に
北
壌
診
断
を
付
な
い
、
土
壌

改
良
材
（
行
灰
、
り
ん
酸
な
ど
）
を
通

璽
施
用
し
ま
し
ょ
う
。
Ｐ
Ｈ
は
六
・
冊
、

り
ん
酸
は
成
分
量
で
十
雨
‐
洲
た
り
二
十 鍵豚冠、

す’）はさ噸窒乏のる表ｌﾉリ篭
る、、ｊＬＨＥ系症黄場に深、史を
こ－イます成状化合上起’）新Ｌｌ
と番不する分がなやがこん時標
が’頴科力、ではど、’）し酸のに
あ収牧欠追三つ、発、な－肥施
'ﾉｶﾞﾋ草乏肥ｌき養茅Ｈ１こど十科’'１
まなの症すＩ[Ｈ１）分後育で、はし
すど生状る議しへ仁不痩加、ま

。が行がと千て主業艮せ』！成す
人が著症，－きに先がた八分゜
き極し状‐た窒枯了心議景
〈端いが縄１１＃素れ想一ｋでで
減に場改度は￣やさがす窒
収劣什鱒、、欠蕊れ地･素

養分欠乏圃場への追肥の効果
茎菜長と根長(は種48日後調査）

1５ 

ロ
５
０
５

（
Ｅ
・
）
噸
郷
洲
・
岨
喋 flM嘔田研

－１［ ￣ 

追配０kg望襄2鮒塁驚4A目カリ４ｋｇカリ８kg窒翠･カリ４

追肥量(成分ｋＢ１０』
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樗
繊
掴
凍
縢
騨
乳
牛
改
良
同
志
会
総
会

讓篝il薑i鑿
壷孫

■ 

隈弔
白

Ｐ
ｂ
 

鴬蕊 砂瀦斫nＤＷ４扇顛吊
内刃

ir＆ご!ｆ

国連iｉ 霧
￣ 

量！灘蕊
羽
Ｉ

‐占込Z

鑓
識

出三二

蕾
鷺識iＪ霧 ､h:Ill， 

誇壊
凸

第
二
十
七
Ｎ
中
標
津
乳
牛
改
良
同
志

会
総
会
が
、
１
月
五
日
Ｊ
Ａ
中
標
津
大

会
議
室
を
会
場
に
、
武
佐
地
区
の
田
中

肚
一
氏
を
議
長
に
選
出
し
、
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

議
事
に
先
だ
ち
、
平
成
九
年
度
最
後

の
事
業
で
あ
り
、
ま
た
、
会
員
の
一
カ

年
の
改
良
の
成
果
と
し
て
、
商
能
〃
牛

な
ど
の
表
彰
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
事
業
報
告
及
び
事
業
計

向
が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
役
員
改
選
が
行
な
わ
れ
、

新
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

新
役
員
は
次
の
通
り
で
す
．

伊罰

腺
砺
Ｉ

朧監個ＩｉＨＩ会
全会

事事長長長

横秋福工桜
ｌｌ１Ｉｌｌ村藤ル

好久’貴辛
一雄稔「１．

ダダ



地域で楽しむ
冬まつり

●中標津地区各まつり

｜
月
Ｉ
四
日
、
協
和
・
連
田
牧
場
特

設
会
場
で
、
第
八
回
中
標
津
地
区
の
冬

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
地
域
の
家

族
な
ど
約
百
人
が
集
ま
り
、
ミ
ニ
バ
レ

ー
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
の
試
乗
会
、
ス

ノ
ー
フ
ラ
ッ
ク
な
ど
で
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
焼
肉
や
ラ
ー
メ
ン

な
ど
〃
あ
っ
た
か
メ
ニ
ュ
ー
〃
が
用
意

さ
れ
、
地
域
の
交
流
の
場
と
し
て
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

(6=やｈ

④●●●●●●●●●●●●●●Ｏ●●⑨●Ｏ●●ｏｏｅｃ●●●⑨●●●⑨⑤●●●●⑤●●⑨●●●④⑤ｑＤｑｂ 

ｲﾓだんご作り,髪
悪戦苦嚴摂酉

●酪農実習生冬期交流会

酪
農
実
習
生
交
流
会
が
、
二
月
一
十

Ｈ
圏
、
農
協
資
材
邑
階
の
調
理
室
で
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
い
つ
も
搾
っ
て
い
る
牛
乳

で
バ
タ
ー
を
、
中
標
津
で
と
れ
る
伯
勵

で
イ
モ
だ
ん
ご
を
メ
イ
ン
に
作
り
ま
し

た
。慣
れ
な
い
手
付
き
で
の
イ
モ
だ
ん
ご

作
り
に
悪
戦
苦
闘
す
る
人
も
い
ま
し
た

が
、
お
催
一
す
ぎ
に
は
イ
モ
だ
ん
ご
汁
、

か
ぼ
ち
ゃ
だ
ん
ご
、
バ
タ
ー
も
出
米
ｋ

り
、
昼
食
を
囲
ん
で
の
交
流
会
と
な
り

ま
し
た
。

ﾌﾟヱ



カナダＬＰ1による種雄牛10傑<1998年２月＞

種雄牛 ＬＰ１Ｒ％ＭｋｇＦｋｇＰｋｇＰ％体型乳器肢蹄

スタートモアルドルフ

（エアロスターＸマタドーア）

メドウブリッジメガバック
（エアロスター×マーク）

デルタクレイタスジャボツト

（クレイタス×ベル）

オリーブホルムエアロライン
（エアロスター×マーク）

モーリンストーム

（エアロスターＸインスピレーション）

カーナボンジエイＥＴ

（マスコット×マーク）

カムスタートップガン

（ソー×ブラックスター）

カーンピラレイショ

（エアロスター×バリアント）

ノーリーレーククレイタスルーク

（クレイタス×パリアント）

マダワスカエアロスター
（スターパ.リク×マジエステイ）
※〈〉内は父×母の父

2１７１９２２２９５５８７９ｑＯ６１４１１］１ 

１９２２９３２５２８５４８３０．０２６７６ 

１８５１８６２２５７９２８９０．１６－２－４９ 

１８４５８５２０２１６０６５０．０１１１９１０ 

１７８７９２１７０９７１５２－００２１５１４９ 

１７７２９１２１７１１０４７３０．０４６１１－６ 
〆司

1７５６８５２１６７４．７５０.()６９６ 

１７１１８７２０４７５３６９０．０４５３ 

１７０９９３２５５７４１７４－０．０７６４ 

１６７６９９１９７４４２６５０．０２５５ 

」

１２ 

８ 

１１２１ 

エライザアンソニーリーＥＸ（父:マークアンソニー）

コムスターローリーシークＶＧ－８８

コムスターローラブラックＶＧ－８７ '宇日Ｈ

コムスターリー７３H2239

コムスタートップガン７３Ｈ2272

コムスターローザンブラックＶＧ

コムスターロージアンアスター

ムスターリーダー７１Ｈ1181■ 

コムスターラスバリアントＥＸ

マロヤレオ７３H2091

マロヤロンドン７３Ｈ２０５３
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草
地
は
経
年
化
に
伴
い
マ
メ
科
草
が

減
少
し
た
り
、
地
下
業
型
イ
ネ
科
雑
草

が
進
入
し
、
収
埜
・
向
山
画
と
も
に
低
下

し
て
き
ま
す
。

生
産
性
の
低
い
草
地
は
、
計
画
的
に

更新後年数と草地土壌のPHLlLliM領Ｉ

副
４
」
Ⅶ
〈

ｈ
⑫
冬
Ⅱ
－
１
 

ＬＹ 

１
冊
Ⅱ

６
 

一
打

］
｛
へ
『
ｅ
ヨ
「
》
」
’

｜
北
根
室
地
区
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

計
画
的
に

草
地
更
新
を

『》.、

5-7 

２３４巳６７Ｈ

ＩｉＬ祈後fliii2
更
新
し
、
産
乳
力
の
高
い
草
地
を
確
保

‐
し
＋
エ
ー
し
・
課
、
っ
。

｜
、
更
新
時
期
の
決
定

奥
斬
は
、
雑
卓
の
少
な
い
五
Ⅱ
ｋ
Ⅲ

句
と
八
月
が
適
し
て
い
ま
す
。
草
地
に

余
裕
の
な
い
場
合
は
、
一
番
草
を
収
樅

し
た
後
の
奥
新
や
迫
播
技
術
で
対
応
し

＋
エ
ー
レ
よ
『
７
０

二
、
除
一
旱
対
策
を
立
て
よ
う

シ
バ
ム
ギ
、
リ
ー
ド
キ
ヤ
ナ
リ
ー
グ

ラ
ス
な
ど
の
地
乖
圭
型
イ
ネ
科
雑
草
は
、

様
起
こ
し
し
た
だ
け
で
は
完
全
に
防
ぐ

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ラ
ウ
ン
ド
ア
ソ

プ
や
タ
〃
チ
タ
ウ
ン
な
ど
に
よ
る
耕
起

前
の
除
単
剤
処
理
が
有
効
で
す
。
ギ
シ

ギ
シ
類
も
経
午
株
が
多
い
時
は
、
除
単

剤
処
理
が
有
効
で
す
。

更
新
後
に
実
生
に
よ
る
雑
噛
の
多
発

/鈩彌

！
 

生
（
特
に
キ
シ
ギ
シ
）
か
心
配
さ
れ
る

場
合
は
、
播
種
床
近
成
後
に
雑
草
が
届

葉
し
て
か
ら
の
除
草
剤
処
珈
か
効
果
的

で
す
。
除
草
剤
散
布
直
後
か
ら
十
日
ま

で
唱
は
種
し
ま
す
。

三
、
牧
草
の
品
種
組
合
せ

刈
取
り
時
期
や
栄
養
Ⅱ
標
に
合
わ
せ

て
、
適
州
な
品
種
を
選
定
し
ま
し
ょ
う
。

般
近
の
仙
種
は
、
収
量
性
や
耐
倒
伏
性

な
ど
で
優
れ
た
特
性
を
持
つ
も
の
が
出

て
き
て
い
ま
す
。

四
、
施
肥
管
理
を
適
正
に

事
前
に
上
壌
診
断
を
行
な
い
、
上
壌

改
良
材
（
石
灰
、
り
ん
酸
な
ど
）
を
適

量
施
川
し
ま
し
ょ
う
。
Ｐ
Ｈ
は
六
・
ｈ
、

り
ん
酸
は
成
分
量
で
十
癖
‐
Ⅲ
た
り
一
》
Ｉ 鍵存凡

鑓
を
Ⅱ
標
に
施
肘
し
ま
す
》

更
新
時
の
肥
料
は
、
成
分
量
で
窒
素

Ⅲ
、
り
ん
酸
．
．
＋
、
加
里
八
篭
で
す
。

深
起
こ
し
な
ど
で
痩
せ
た
心
上
が
地

表
に
上
が
り
、
化
育
不
良
が
予
想
さ
れ

る
陽
介
や
、
発
芽
後
に
莱
光
枯
れ
や
葉

の
黄
化
な
ど
、
養
分
（
主
に
窒
素
）
欠

乏
症
状
が
は
っ
き
り
し
て
き
た
時
は
、

窒
素
成
分
で
Ｔ
阿
鑓
（
Ｉ
岼
‐
）
程
度
、

増
肥
す
る
か
追
肥
す
る
と
症
状
が
改
葬

さ
れ
ま
す
。
欠
乏
症
状
が
著
し
い
場
合

は
イ
ネ
科
牧
草
の
生
育
が
極
端
に
劣

り
、
｜
悉
峨
収
並
な
ど
が
人
き
く
減
収

す
る
こ
と
か
あ
り
ま
や
す
。

養分欠乏圃場への追肥の効果
茎葉長と根長(は種48日後調査〕

■
』
ｈ
ｕ
罠
】
ｎ
Ｕ
｛
、

０
１
□
Ｉ
 

（
５
）
岨
課
州
・
幽
嬰

「
回

「
囮

一
「
皿

一
一
画

■１｢Ｉ ￣▲」_

鄙EOhg窒素２ｋｇ豊累４k：カリ４ｋｇカリBk6窒載･力い

追肥量(成分ｋｇｌｏａ）
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新たなるEliilii薑!！ 戦竃
嬬
剛
回
虫
標
津

｜｜閾 乳
牛
改
良
同
志
会
総
会

Ｐ
勺

似

四

臣■

忽盃

』
鑪
識

｣ 

劇
穐
挿
【
呑
云
で
二
． ７雷：

（ 

i霜:｝て箙禽； :蝋
議灘蕊葱Ｉ

＝三一三

新
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
侭

第
二
十
七
Ⅲ
中
標
津
乳
牛
改
良
同
志

会
総
会
が
、
「
月
況
Ⅱ
Ｊ
Ａ
中
標
津
人

会
議
室
を
会
場
に
、
武
佐
地
区
の
田
中

枇
一
氏
を
議
長
に
選
川
し
、
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

議
事
に
先
だ
ち
、
平
成
九
年
度
最
後

の
事
業
で
あ
り
、
ま
た
、
会
員
の
一
カ

年
の
改
良
の
成
果
と
し
て
、
商
能
力
牛

な
ど
の
表
彰
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
事
業
報
告
及
び
事
業
計

画
が
全
会
．
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
役
員
改
選
が
行
な
わ
れ
、

新
役
員
は
次
の
辿
り
で
す
。

ＪＲ刃

:;蕊

会
長

別
会
長

別
会
長

臆
甑

監
寵

横秋福エ桜
|Ｈ山村藤・ル

腱：
｣1J［ 好久賢雫

一雄稔司｡

ダダ



地域で楽しむ
冬まつり

●中標津地区冬まつり
■、

二
月
十
囚
Ⅱ
、
協
和
・
連
川
牧
場
特

設
会
場
で
、
第
八
回
中
標
津
地
区
の
冬

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
地
域
の
家

族
な
ど
約
百
人
が
集
ま
り
、
ミ
ニ
パ
レ

ー
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
の
試
乗
会
、
ス

ノ
ー
フ
ラ
ッ
ク
な
ど
で
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
焼
肉
や
ラ
ー
メ
ン

な
ど
〃
あ
っ
た
か
メ
ニ
ュ
ー
”
が
用
意

さ
れ
、
地
域
の
交
流
の
場
と
し
て
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

億ﾜﾛﾍ

Ｃ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｒ
ゴ
ゴ
ー
ー
ｈ
ｌ
囚
序
闘
訓
島
酬
Ⅲ
刷
閣
鬮
肌

①●②●①●⑨⑥③●●●⑥⑦●●●①⑧●⑥⑤ｑ、①●●⑬⑥●●●の⑥●⑭⑨④②●④②②⑨●Ｃ⑭⑤●⑧⑭

イモだんご作りl犀
悪戦苦闘l季:

●酪農実習生冬期交流会

酪
農
実
習
雑
交
流
会
が
、
二
月
二
１

日
燭
、
農
協
資
材
一
一
階
の
調
理
室
で
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
い
つ
も
搾
っ
て
い
る
牛
乳

で
バ
タ
ー
を
、
中
標
津
で
と
れ
る
伯
爵

で
イ
モ
だ
ん
ご
を
メ
イ
ン
に
作
り
ま
し

た
。慣
れ
な
い
手
付
き
で
の
イ
モ
だ
ん
ご

作
り
に
悪
戦
苦
闘
す
る
人
も
い
ま
し
た

が
、
お
畳
す
ぎ
に
は
イ
モ
だ
ん
ご
汁
、

か
ぼ
ち
ゃ
だ
ん
ご
、
パ
タ
ー
も
川
来
卜

り
、
昼
食
を
耐
ん
で
の
交
流
会
と
な
り

ま
し
た
。

グ身
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鑿
●馬鈴しよ栽培技術講習会

‘ _〃

伝⑭
 

よ
り
開
催
宍
ご
れ
ま
し
た
。
講
習
内
容
に
函

つ
い
て
は
道
立
根
釧
農
業
試
験
場
馬
函

鈴
し
ょ
科
・
伊
藤
科
長
に
よ
る
「
施
肥
●
①
 

と
稗
理
技
術
に
つ
い
て
」
「
新
同
地
種
化
⑤
●
 

標
津
の
紹
介
」
一
小
ク
レ
ン
種
苗
・
園
芸
●
●
 

部
浅
間
鬮
毛
任
技
師
か
ら
は
、
「
病
害
虫
防
●

除
対
策
に
つ
い
て
（
そ
う
か
病
対
策
ご
函

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
講
義
が
行
な
わ
“

れ
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
も
経
営
に
活
か
函

そ
う
と
熱
心
に
聴
き
い
っ
て
い
ま
し
た
。
函

一
一
月
十
七
日
、
馬
鈴
し
ょ
振
興
対
策

協
議
会
主
催
、
中
標
津
町
、
釧
根
地
区

馬
鈴
し
ょ
雑
産
改
善
協
議
会
協
賛
に
よ

る
栽
糯
講
習
会
が
、
Ｊ
Ａ
中
標
津
大
会

議
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

振
興
会
員
、
関
係
機
関
、
弟
子
屈
町

か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
総
勢
五
十
人
に

尺弓｝

⑦、｡⑨●③●。●●②●⑤④●●●ｏｃＯｅｏＯ●⑥●⑨●⑨●

適期防除で
コストタ､ウン

、
Ｍ
も
四
・
■
■
’
宮

Ⅱ 

ぷ、

\ 

蕊
●農薬講習会

:1蕊i:1Ａ鐡

蕊

鱗
・
Ｆ
１
》
一
Ｆ
，
塞

笥

説
明
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ま
し
た
。
引
き
続
き
職
買
部
・
富
田
部

長
よ
り
、
農
薬
の
一
般
情
勢
に
つ
い
て

し
」
。

性
を
い
か
し
た
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
防
除

存
剤
の
説
明
が
行
な
わ
れ
、
膿
樂

薬
師
・
柳
川
氏
か
ら
新
剤
の
説
明
と
腓

販
売
課
の
王
催
に
よ
り
』

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

始
め
に
㈱
サ
ン
グ
リ
ー
ン
太
陽

戸

---.￣ ．
Ⅱ
十
一
一
Ⅱ
．鍵

コ
ス
ト
減
に
つ
い
て
講
義
を
更
け

鷲･Ｉ

蕊
袴'
駅．卍

鴬
農
資
材
課
と
艇
産

薑蕊露 農
薬
講
習
会

関
農

の
僻

ズダ



葵里:衡螺電
食料・農業・農村.地域に関す息

ﾃﾞｶﾂﾞﾌﾟ'ルヴとは

馳な屯励？目的は？
I窪、

一
新
た
な
基
本
法
一
の
制
定
に
向
け
た
中

間
取
り
ま
と
め
を
受
け
て
、
二
月
六
曰
か

ら
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
問
題
調
査
会
‐
｜

に
お
い
て
最
終
答
申
に
向
け
た
議
論
が
再

開
さ
れ
ま
し
た
。
中
間
取
り
ま
と
め
で
は
、

中
山
間
地
域
等
に
お
け
る
Ｅ
Ｕ
型
の
直
接

所
得
補
償
措
置
の
導
入
に
関
し
て
、
賛
成

意
見
と
反
対
意
見
を
両
論
併
記
し
て
お

り
、
同
調
査
会
で
は
、
今
後
、
さ
ら
に
談
論

を
深
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

「
直
接
所
得
補
償
一
あ
る
い
は
「
デ
ヵ

ヅ
プ
リ
ソ
グ
」
と
も
呼
壹
ば
れ
て
い
る
、
こ

の
制
度
は
ど
ん
な
も
の
な
の
か
、
な
ぜ
日

本
に
必
要
な
の
か
を
紹
介
し
ま
す
。

外
国
で
す
で
に
道
一
入

さ
れ
て
い
る
制
度
で
す

も
と
も
と
「
生
産
」
と
そ
れ
に
よ
る
「
所

｢農村保全に対する農業者､役割｣に関する世論調査の結果

画曹－－－－－－国ＥＣ平均イギリスフランス１日西l1jl
全くそのとおり
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【量位売：同調
Ｒ二

ＥＣ畳回三(1555年）

｢凹乖皆は土望石椥照す屋二二Lさ｡て暇列をⅨ全寸己ご庁'二
役立っている泡・二との澗醐題、の闘践『ﾆﾇ富する国産の､I全一

得
」
は
一
対
（
カ
ッ
プ
ル
）
の
も
の
で
す

が
、
こ
れ
を
切
ｈ
放
し
た
も
の
で
あ
る
た

め
。
フ
カ
ヅ
プ
リ
ソ
グ
、
直
接
所
得
補
償
」

と
呼
ば
れ
て
い
）
｝
（
す
。

い
ま
主
要
な
先
進
国
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
価
格
に
よ
る
所
得
支
持
政
策
か
ら
直
接

所
得
補
償
制
度
へ
の
切
り
替
え
が
進
ん
で

い
ま
す
。
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）
は
、
二
十

年
以
上
前
の
一
九
七
五
年
か
ら
導
入
し
て

い
ま
す
が
、
「
農
業
の
存
続
を
確
保
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
最
低
限
の
人
口
水
準
の
維

持
と
景
観
の
保
持
を
は
か
る
」
こ
と
を
目

的
と
し
た
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
一
九
九
二
年
の
農
業
政
策
の

改
革
に
よ
り
、
農
産
物
の
価
格
支
持
水
準

を
引
き
下
げ
た
の
に
伴
い
、
そ
の
減
収
見

合
い
を
農
家
に
直
接
補
償
す
る
制
度
も
導

入
さ
れ
ま
し
た
Ｄ

Ｅ
Ｕ
諸
国
と
日
本
と
で
は
、
自
然
・
国

土
や
社
会
‐
経
済
条
件
な
ど
も
異
な
り
蚤

す
が
、
こ
と
農
業
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
Ｕ
諸

国
の
ほ
う
が
農
業
の
持
つ
環
境
保
全
等
の

多
面
的
な
機
能
に
対
す
る
理
解
が
高
い
こ

と
も
早
め
の
導
入
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

農
村
の
持
つ
機
能
や
価
値
は

国
民
全
体
の
も
の
で
す

水
田
や
畑
、
そ
し
て
森
林
の
持
つ
機
能

を
金
額
に
換
算
す
る
と
い
く
ら
に
な
る
か

ご
存
知
で
す
か
？
水
田
’
畑
の
持
つ
洪
水

防
止
の
機
能
や
農
村
の
景
観
保
持
な
ど
の

伊申３

灘
潅
剰
議
熱
孵
鰄
窯
一

蚤尤、森林は年商三十九・二兆円（林つ
野
庁
試
算
〉
に
も
な
り
ま
す
。

ル
日
本
の
国
土
の
約
七
割
を
占
め
る
中
山
グ

間
地
域
。
そ
こ
で
営
ま
れ
て
い
る
農
業
は
、
仏

傾
斜
地
が
多
い
と
か
農
地
も
小
さ
く
分
散
。

し
て
い
る
な
ど
、
規
槙
を
拡
大
し
、
生
産
示

性を向上させるには限界がありま字
す
。
さ
ら
に
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
の
問
憧

題
も
深
刻
と
な
っ
て
お
り
、
農
地
が
荒
れ
、
鮒

水
田
や
畑
そ
し
て
森
杯
の
持
つ
目
に
見

え
な
い
有
益
な
機
能
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。

条
件
の
不
利
な
地
域
に
お
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
が
置
か
れ
た
条
件
に
即
し

た
政
策
の
実
施
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、

農
業
政
策
と
地
域
政
策
を
よ
り
濃
密
に
、

充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
基
本
と
考
え
て

い
ま
す
。

農
村
部
の
環
境
が
破
壊
さ
れ
れ
ば
、
そ

の
影
響
は
都
市
部
に
も
及
ん
で
き
ま
す
。

国
民
全
休
が
受
け
て
い
患
農
村
部
の
公
益

的
な
磯
能
と
価
値
に
着
日
し
、
そ
れ
を
維

持
し
て
い
く
た
め
の
支
援
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。
貴
重
な
国
民
の
財
産
と
も
い

え
る
国
土
と
環
境
。
こ
れ
ら
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
も
私
た
ち
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

は
、
農
林
業
を
透
じ
て
行
わ
れ
る
公
益
に

資
す
る
生
産
活
動
等
を
対
象
と
す
る
支
援

政
策
（
日
本
型
デ
カ
ソ
プ
リ
ソ
グ
〉
の
必

要
性
を
主
張
し
て
い
葦
す
。

プ諺

圓譽－－－~－国 ＥＣ平均 ｲギリス ﾌランス |日西独

全くそのとおり
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開
催
Ⅱ
時
平
成
十
年
．
．
月
一
一
十
七
Ｕ

開
催
場
所
中
標
津
町
農
協
中
会
識
字

〈
議
決
事
項
〉

一
定
例
自
治
監
査
（
十
一
一
Ⅱ
末
）
の

指
摘
事
項
に
つ
い
て

「
、
平
成
九
年
度
一
月
米
子
算
統
制
計

山
に
つ
い
て

三
、
平
成
十
年
度
畜
産
脚
細
総
へ
Ⅱ
対
策

事
業
に
つ
い
て

四
、
各
種
資
金
の
借
入
巾
込
に
つ
い
て

几
、
平
成
十
年
度
営
農
計
画
の
認
定
に

つ
い
て

六
、
家
畜
改
良
課
填
輔
リ
ー
ス
の
更
新

に
つ
い

七
、
債
務
保
証
委
託
叩
込
み
に
伴
う
出

資
増
Ⅱ
に
つ
い
て

八
、
肥
料
業
者
の
新
規
取
扱
い
に
つ
い
て

几
、
役
巨
臭
巫
数
番
議
会
の
答
申
に
つ
い
て

〈
協
議
事
項
〉

『
地
区
別
懇
談
会
の
日
程
と
議
題
に

つ
い
て

鰹
匡
陰の
経
一
鰻

第
十
二
回
理
事
会

．
’
、
平
成
十
年
度
酪
農
畜
腿
・
価
格
対

策
要
請
運
動
参
加
の
人
選
に
つ
い
て

一
一
．
、
平
成
十
年
度
道
賞
批
い
手
育
成
草

地
整
備
改
良
事
業
施
設
整
備
に
つ
い

て

四
、
平
成
十
年
度
鋤
辰
業
一
兀
気
づ
く
り
事

業
の
実
施
に
つ
い
て

侃
、
平
成
十
年
度
畜
産
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
促
進
事
業
実
施
希
望
に
つ
い
て

六
、
平
成
九
年
度
．
一
一
月
及
び
平
成
十
年

度
阿
月
の
行
事
予
定
に
つ
い
て

七
、
新
店
舗
の
確
認
巾
請
に
伴
う
最
終

図
而
に
つ
い
て

〈
報
告
事
項
〉

｜
、
根
室
ミ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備

計
向
に
つ
い
て

一
、
根
案
ミ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
出
荷
状
況

に
つ
い
て

三
、
北
海
道
畜
産
公
社
と
書
解
体
料
金

の
改
定
に
つ
い
て

四
、
生
乳
生
産
状
況
に
つ
い
て

五
、
平
成
九
年
度
の
組
合
員
加
入
状
況

に
つ
い
て

六
、
農
協
前
ス
タ
ン
ド
の
今
後
に
つ
い

て

七
、
平
成
十
年
度
の
職
ロ
貝
採
用
状
況
に

つ
い
て

侭已ｈ

■｢ ■｢ 1■ 
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平
成
九
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

の
申
告
・
納
付
期
限
は
三
月
十
六
Ⅱ
側

で
す
の
で
お
忘
れ
な
く
。
ま
た
、
巾
告

書
は
ご
自
分
で
作
成
し
て
で
き
る
だ
け

お
早
め
に
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

正
し
い
確
定
申
告
を

所
得
税
は
自
分
の
所
得
の
状
況
を
最

も
よ
く
知
っ
て
い
る
納
税
荷
が
、
税
法

に
従
っ
て
口
ら
自
分
の
所
得
と
税
額
を

正
し
く
計
算
し
て
申
告
し
、
納
税
す
る

と
い
う
申
皆
納
税
制
度
を
採
用
し
て
い

ま
す
。

昨
年
一
年
間
の
所
得
と
税
額
を
正
し

く
計
算
し
、
お
早
め
に
申
肯
と
納
税
を

行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
に
期
限
ま
で
に
申
告
を
し
な
か
っ
た

り
、
誤
っ
た
申
告
を
し
た
り
し
ま
す
と
、

後
で
不
足
の
税
金
を
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
不
足
税
額
の

一
五
訂
、
ま
た
は
一
○
荷
（
不
振
な
行

為
が
あ
っ
た
よ
う
な
場
合
に
は
四
○
謎

ま
た
は
一
一
五
軒
）
の
割
合
の
加
算
税
が

課
さ
れ
、
更
に
、
延
滞
税
も
納
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

所
得
税
の
確
定
申
告
は
正
し
く
期
限
内
に

鈩萄

次
の
よ
う
な
場
什
は
、
確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
、
事
業
を
し
て
い
る
場
合
不
動
産

収
入
の
あ
る
場
什
、
土
地
や
建
物
な

ど
を
売
っ
た
場
合
な
ど
で
、
平
成
九

年
分
の
所
得
金
額
の
今
計
額
か
ら
、
配

偶
者
控
除
、
配
偶
者
特
別
控
除
、
扶

養
控
除
、
基
礎
控
除
そ
の
他
の
所
得

控
除
を
差
し
引
き
、
そ
の
金
甑
を
雄

に
算
出
し
た
税
額
が
配
当
控
除
額
を

超
え
る
場
合
。

二
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年
収

が
一
一
千
万
円
を
超
え
る
場
合
、
総
リ

所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額

の
什
計
額
が
二
十
万
円
を
超
え
る
場

合
な
ど
。

ま
た
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な

い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
、
雑
損
控
除
や

医
療
費
控
除
、
住
宅
取
得
な
ど
特
別
擁

除
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

は
、
確
定
巾
告
を
す
れ
ば
源
泉
徴
収
さ

れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
巾
告
書

は
ご
内
分
で
作
成
の
上
、
お
鼎
め
に
郵

送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

天ク



簸
近
、
夫
婦
や
親
子
間
な
ど
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
や
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
冊
題
で
起
こ
る
様
々
な
社
会

問
題
を
耳
に
し
ま
す
。
こ
う
し
た
小
で
、

家
族
間
の
ル
ー
ル
や
住
ま
い
方
の
正
夫

が
ま
す
ま
す
大
切
に
な
っ
て
き
て
い
る

と
魁
い
ま
す
。

農
家
住
宅
の
多
く
は
多
肚
代
同
居
型
。

農
村
な
ら
で
は
の
よ
さ
も
多
く
あ
り
ま

す
が
、
岫
産
と
生
活
が
密
接
し
た
Ｉ
で

の
問
題
、
価
値
感
や
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

の
違
う
世
代
間
の
問
題
、
ま
た
教
育
や

老
人
介
護
の
問
題
な
ど
、
考
慮
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

農家住宅に求められること｡工夫F１
,世代ごとの居､叩共通空1111（風呂．トイレ

・洗面所等）の使い方を決める

'1｣L帯ごとにlWjuiな台所の股H1

･家族行IiT計画

･スケジュール護で家族のmlI吉をlullB群

･土足で入れるmiu2な事跡室の設固
･作業服を脱衣できるスペースの設価

･更衣室周辺にお風呂．トイレ、洗面jUlT等

･部屋の広さや廊下、出入口の柵に19)とりを

.段差をできるだけ解消

.、路の両､Ｉにてすりの工夫．またはつける
ことができるように下地処Hl1を

･滑りにくい床にし、足下に徹１１(i灯をiM上{Ｉ（

･介硬のための空、として．８挫以Ｌの811用
の、意（普段は趣味の部屋として）等

交流を保ち、かつ個人や

世代１mの暮らしを尊重し
あえる空間作り

假蜀

Aに寵し雌活の分離

高齢者が住みやすい空、

北根室地区農業改良普及センター

「
暮
ら
し
方
の
ポ
イ
ン
ト

①
仙
帯
感
の
独
立
性
を
饒
重

そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
た
阯
帯
で
あ
る

と
い
う
心
が
ま
え
が
大
切
。
世
代
別
の

多世代住まいの形式と長所･短所
住まい方の形式 艮所短所

'111築賢が安い,気妓ねがある
`コミューケーションがとl〕やすい・プライバシーがない

同届型

親・子

低
ハ
ー
ー
ー
ー
ー
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
・
建
築
質
－
－
－
－
Ｊ
闘

価
Ａ
Ｉ
Ｉ
１
１
１
世
代
川
の
コ
ミ
コ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ー
ー
ー
ー
ー
ｖ
低

田

個竈は縛室のみ

,くつろげる

,コミュニケーションがと|]やすし

ブテイパシーが不完全hＴｌ歴工夫型

ﾘｲ露角 親 子

閲･座がli代別

Iご下分離節」 ,）Mdlllが少なくて1-4Ｊ

･経筋的である・All築!Yが変くな畠

・２階が暖かい、兇IilIiらしロ風皿し

がよい

.」この問が「に牌く

・芒ﾉﾐＨ１がｌの賜合ロ階段が大変

･玄欄が－つだと来祥が気並ねすぉ

厩

胡し
|行1棟でＨ１み分[ブ

縦割分離圏'１ ･菅がうるさくない

,プライバシーが守られる

｡お互い'二行き来が容易である

｡玄関のiUl立一来客が接待しやすい

,長いﾂiluLが必要とな灌

,１１t蕊YPが高くつく

く
つ
ろ
ぎ
の
場
を
設
け
る
な
ど
、
空
間

的
な
Ｌ
犬
が
あ
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

②
相
手
の
文
化
を
認
め
る

育
っ
た
環
境
が
異
な
る
と
、
家
事
の

｢rlilil鯛
共

川剛

同棟で２戸ilLて

別椣分触型

l簔繍菫:in腱|鯛鮒niT1-Fl 
凧

舷IIL内に別棟
廊下の叫合も右l苫

別居型 ･観夫卿がそろっているうちは．Ｅ

立でき、気楽でよい

,プライバシーが守られる

.親しきIillにも礼催があってよい

,世帯ごとに自【11である

・どちらかが欠けると寂しい

,純済的独立が必要となる
｡コミュニケーションがと}）にくいPji-liF 

靭

同一歎地外

(釧路支庁「多111代家族の暮らし方」質料参考〕

ｸﾞグ

交流を保ち、かつ個人や

l1L代ｌｌｌｌの罧らしを尊重し

あえる空間作り

・世代ごとの居､即共通亜llll（凪凸、，-イレ

洗面所等）の供し'方を決める

l｣L捗ごとにlWj単な台所の波fｕ

･家族1了IiT計画
スヶジュ・ル惑で家族の､！'きをlllllj1朝

生産上雄活の分離 土足で入れるmi42な事溺室の設固

作業服を脱衣できるスペースの設慨

更衣室周辺にお風呂．：-イレ、洗面所等

高齢者が住みやすい蟹ⅡⅡ 部屋の広さや廊下、出入口の柵にI，)と1ｺを

段差をできるだけ解ilM

.』､路の両､Ｉにてすりの工夫．またはつIjる
ことができるように下1111処Hl1を

･渦!(）にくい床に【ハ足下に徹１１(iil・をiM上{1J（

･介硬のための空ⅡⅡとして．８挫以:二の811属

の用意（普段は迫味の81H屋として）等

まい方の形式 良ｉｖｉ 短所

同居型
同厨型
一一屯

,親・子

個篦は褒室のみ

lnl届工夫型

|瓢,桜｜
開1座がli代別

:二下分離型

,iflH 
同棟でｌｌｉみﾀ〕;ナ

縦割分離型

F子Iilil］
同棟で２戸111て

111築賢が安↓、

二:ミニn.ニケー・ションがとI〕やすい

・くつろi了る

･Ｆ１ミュヱケーションがと|〕やりぃ

.；Mdlllが少なくて゛りむ

維筋的である・111栞１１iが淡くなる

２階が暖かい、兇MlIiらしロ風皿し

がよい

・菅がうるさくない

･プライパシーーが守られる

お互いi帛?｢き米が容易である

玄BaのlJl立・･来客がl釘芥しやすい

・気ｽ！{ねがある

・プライバシー-がない

プライバシ・‐が不完全

.」このffが:ざに牌く

・老ﾉﾐＨ１が]二の賜合，階段が大変

膜|が-つだと来騨が気XiEねする

.長いﾂiluLが必要ごなる

÷巡築Yltが,蘭くつ

別

｣苫

型

型Ｉ灘・扉”｜非別・Ｉ
有棟も別合に賜内の山で。』・赦廊

)jⅡ暦型

|瓢ⅡｻﾞI
司一･歎地外

･親夫lBiiがそろっているうちは、日

TZでき‘気難でよい

プライパシーーが守らｵlろ

.親しき(lIjl二も礼｛儲があってよ！

・溌夫蝿がそろっているつちＩｚＬ目

立でき、気楽でよい

,プライバシ･‐が守られる

親しき(il:l巳も#し催があうてよい

[吐帯面とに自【11である

どちらかが欠けると寂しい

経済fK｣独立が必要ととなる

どちらかが火Ｉ.ｊると寂しい

，純済的１１A立が必要となる

イコミ-.-..ケ・・ションがとりにくい



三
月
一
日
、
中
標
津
町
総
合

館
二
階
実
習
室
で
、
第
一
回
な

つ
Ｍ
１
Ｌ
Ｋ
Ｒ
Ｏ
Ａ
Ｄ
料
理

を
開
催
致
し
ま
し
た
。

や
り
〃
や
灯
儀
作
法
な
ど
、
違
う
も
め
．

爪
い
の
文
化
の
違
い
を
認
め
、
新
し
い

文
化
を
築
こ
う
と
す
る
胆
い
や
り
が
ｋ

Ｉ
ｊ
ｏ
 

ｎ
Ｕ
 

③
春
が
訪
叩
Ⅲ
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

集
ま
り
の
空
間
で
あ
る
肘
旧
は
、
訪

れ
る
客
に
し
｜
っ
て
も
、
Ⅲ
Ⅲ
帯
ご
と
に
あ

る
と
気
兼
ね
な
く
話
す
こ
と
が
で
き
ま

』
ロ

ヨ
リ

■‘ 

幽
而Bi！ 

を]P

凸

ＲＯＡＤ 

講
習
会

文
化
会
凸

か
し
べ

鐘霊室N謹蕊麺 調
理
し
ま
し
た
。

瀧
川
は
ト
ー
ョ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

料
卵
長
・
能
代
和
雄
氏
他
川
人
の
講
師

で
、
｜
Ⅱ
叩
ご
と
丁
寧
に
解
説
し
な
が
ら

⑤京の銭費目ｚｌｉ④

iii蹴鞠
Ⅲ:童が繼分ま』棚

#驚識&
懸謹

翻
Ｉ ＝ロ

痔弓臼Ｌ

齢
蝋
』箙しべiづＩ ＫＲＯＡＤ料Dllil繩

蕊．。

■
■
■
 

■
｛
 

■‐隈印叫口坦、一二一一屯一

夢１

メ
ニ
ュ
ー
は
ビ
シ
ソ
ワ
ー
ズ
ス
ー
プ
、

ヨ
ー
グ
ル
ト
の
バ
バ
ロ
ア
、
じ
ゃ
が
い

も
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
、
梅
鮮
コ
ロ
ッ
ケ
、

鮭
の
じ
ゃ
が
い
も
つ
つ
み
焼
、
冬
の
開

陽
台
の
六
舳
で
し
た
。

綱
理
終
Ｉ
後
、
試
食
会
か
行
な
わ
れ
、

こ
の
Ⅲ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
味
わ
い
ま
し
た
。

む
か
し
く
つ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｋ
Ｒ
Ｏ
Ａ
Ｄ

で
は
、
巾
標
津
町
で
生
産
さ
れ
た
乳
製
仙
、

じ
ゃ
が
い
も
を
川
の
皆
様
に
も
っ
と
認

識
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
柵
費
拡
人
を

含
め
、
特
巌
物
の
さ
ま
ざ
ま
な
使
川
〃

法
を
こ
れ
か
ら
も
提
案
し
て
い
く
予
定

で
す
。

な
お
、
今
川
の
レ
シ
ピ
な
ど
を
農
協

事
務
所
に
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

行
川
上
や
”
Ｊ
供
の
教
育
方
針
は
、
卜
川

代
の
も
の
と
膠
え
て
篦
砿
す
る
こ
と
か

大
切
。
そ
の
ｆ
で
の
ア
ド
パ
イ
ス
や
、

脇
〃
関
係
を
築
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

⑥
家
族
行
事
で
交
流
を

そ
の
家
の
文
化
の
伝
承
が
表
れ
や
す

い
の
が
行
事
。
し
き
た
り
や
食
文
化
の

技
術
を
学
び
、
馴
染
む
努
〃
が
人
切
。

お
几
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

2張西

一
篝
、

一一●…ｱ蕊

鑿４コ

塾鰯

る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

二
、
農
家
住
宅
の
エ
夫

皆
が
気
持
ち
よ
く
暮
ら
す
た
め
に
は
、

建
物
や
設
備
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
伽
で
の

繋
備
の
他
に
、
両
阯
帯
の
研
し
件
い
や

心
構
え
、
ル
ー
ル
づ
く
り
と
い
っ
た
ソ

フ
ト
而
も
大
変
重
要
に
な
り
ま
す
。

ｸア



ゲートボール、

芸能発表に
ハッスル'

熟年会冬期研修会

±井上会長のあいさつ

中標津凹農協熟年会冬期研修会が２月Ｂ曰～10曰、斜里印ウト

ロ・知床グランドホテルで開|崖されましだ。

＝年の冬期研修会には､128人の会員か参加し、２泊Ｓ曰の曰程

で楽しい研修を過ごしましだ。Ｂ曰午前10時、各地区集合場所に大型

４台が送迎、一路ウト□へ。正午には全軍ホテルに到言し昼食、その

健康言理研||参会を開催しlHnl杲健センターの宮lll氏を講師に楽しく行な

ましだ。午後Ｓ時からは土井｣一二会畏、続いて農協・渡部営農部長の

の後、宴会が始まり芸能発表会など曰頃練習の成果が披露されましだ

ｇＢは午前９時よりゲートボール大会が行なわれ、熱戦が繰り広げ

ましだ｡翌曰は午前10時ホ〒ルを出発し､全員事故もなく無事帰宅しま

几＝

－年間を楽しく振り返る
女性部役員会反省会

２月26□(木)に、トーヨーワラ

ンドホテルで、女性部の平成ｇ年

度役員、支部長が集まり、反省会

を開催いたしましだ。

合年盧１迂箇．受部内の連絡．

まだ、イベントなどの協力に活躍

してくれ左安部罠の皆さんから、

「支部長を通して女性部の活動か

よくわかつ垣」「イベントは大変

Ｅけど、売れるとうれしい」など、

だくさんの意見を閏く事かでき、

来笙はもつとこうして欲しいなど

の発展的な意見も出て、慰労兼ね

たなごやかな雰囲気の中て、１年

閏を楽しく振り返りましだ。

仔口、

グ‘



鯵
゛やる気"が－番

青年部と理事者との懇談会

農協青年部と農協理事壱との懇談

会が２月２，３円、中標津支部を皮

切りに各安部で開催されましだ。

会年は､｢①環境整備②農協合併③

Ａコープ新店舗」それぞれのテーマ

|こついて話しＳわれ、特に環境整備

については、雪年部員が積極的に取

り組み意識の向_ﾄ春画ってもらい

だいなど、意見交換が夜おそくまて

行なわれましだ。

〆。

武佐支部での認識笘会

認『

誕生日のお祝いに
特製ケーキが
贈られる

青年部独身者ボウリング大会盃
＆交流会

へ

２月10曰、青年部独身壱委員会企画によ

る交流会か、ウコウボウルとスプーッワ露檀

紫夢を会場に開催されましだ。

当曰は、雪隼部員13人、女性14人が参jll

し、午後Ｂ時ボウリング開始、随所にハッ

スルプレーが見られ、ストライク、スペア

ーをとるだび歓声か上がっていましだ。

ホウリラノワ終了後、会場をスナックに種

しハボウリンワの表彰、誕生曰祝い、ビン

ゴゲームなど大変盛り上がり、夜おそくま

で交流会が行なわれましだ。

ﾌﾟ:夕



鱗
新入会員蟇集中

１
．
 

小学４年生から高校生までの諸君、中標津ジュニアホ

ルスタインクラブの会員になりませんか。

会員になりましたら、おもしろいことや興味深いこと

が、いっぱいあります。牛の共進会の見学はもちろんの

こと、おいしいチーズやバターを実際に自分達で作った

り、親子でボーリング入会をやったり、夏休みには楽し

いサマーキャンプで、いろいろなことを経験したl)、体

験などを通してたくさんの友達ができちゃったりします。
他にもたくさんいいことや勉強になることがあります。
詳しくは各地区クラブ迩営委員までにIご卜'し込みお問い合
わせください。

広瀬清寿３－７０２５佐々木昭雄3-398I

ilii正原ＴＩミ３－７]０８篠永栄４－２４０９

下１１１幸－２－９７９１斉藤一美４－２１]９
奥｢Ｈ建雄２－９７５７

中標津ジュニアホルスタインクラブ

迷営委員長‘佐々木昭雄、副委員長広瀬清寿

定例自治監査(６nまで）

'１』標津乳ﾉﾄﾞ改良同志会総会

第４次地域農業振興計|[町''2活・

環境・掴い下部会

合併に関する検討部会

畑作農薬識習会

第４次地域農業振興言llujijl:lIl作部会

酪股実習''2受入協議会総会

第４次地域農業振り〔計画酪農・

肉牛部会

馬鈴しょ糀培講習会

骨埋川騨(委し1会

営農委員会

店舗建設委員会

第121,1理事会

役員報酬審議会

lWf対役員会
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平成10年度別海高等学校農業特別専攻科学生二次募集のご案内

学生募集要項 自家の経営に結び付いた学習’

修業年限２年’'1家の1斗〔地、乳1葛に|剥する蕊柄

をゼミナールごとに分かれて取り
募集定員酪農経営科１０人

組みます。また、農業簿記による

出願資格、平成９年度高鞭学校卒業兄込みの觜経鴬診IIlr6iIないます｡夏委の農繁

、酪農の基,礎技術を学びたい刀１９１(6)]～8)|）は授業がありません。
・新規就農を考えている〃

’先端技術に対応した学習｜
出願受付平成]０年３Ｈ９Ｅ１(H)～３Hl31]鰯

コンピュータを1Uいた総営管｣Jl1出願書類入学願書健康診IWf証１１)}書認TIriW：
などを｣[Xlj入れた笈践ilU学習がで入学検定料農業経営調書
きます，

※入学書類一式は北海道別海高等学校事務室に
川葱しています。

｜国内皿実習｜
検査日１丘成]OfF3)jl91-I㈹作文・面接

在学２ｲﾄﾞ11に希望に応じた条件

検査場所一|上海道lIlI海高等学校農業特別専攻科（地域･ﾉjl,L膜など)で笈稗をｲ｢なうこ
※詳細については、別海高校農業特別専攻科 とができます｡(|L１１ﾉﾘ・ニュージー

〒086-02141Blliｲﾘ;ll11BlliiUi緑lllT70-l‘0]537(5)2053 ランド・欧米など）MIl海Ⅲ｣研修補
｣｣金flill度を利｣二H'できます．までお問い合わせください。

･発行.中標津町農業協同組合●編集.経営企画課組織広報係‘２－３２７５●発行年月日･平成10年３月１０日
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